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した人々しか知っていないということを，異論の余地のない格率だと考える。J (r エ ミ ー ノレJ
237ペ ー ジ) こ う し て く外部への関心〉 が彼 らを強 く 捉え る こ と にな る。
旅行記を読むことは，彼らのく外部への関心〉を満たすもっとも手っ取り早い手段であった。
この時代には多数の旅行記が出版されるが，ペルシャ，中国，アメ I)カ大陸などの旅行記は彼




をとりながら読んだ。 (Dodds， p.175冊290) ル ソ ー も 「私は一生旅行記を読んで き た j と 書い
た。 (rエミールJ 237ペ ー ジ)
旅行記は，世界にはヨーロッパ人とはまったく異なる習揺をもっ人々，法や制度のまったく
異なる未知の社会が多数存在することを教えた。とりわけ，ラオンタン fラオンタン男爵とア
メヲカ未開人の対話J (1705年) ， シ ャ ル ダ ンの f勲爵士 シ ャ ルダ ン のペル シ ャ と東方諸地域へ
の旅J (1 7 11年) ， 34巻か ら な る 『 イ エ ズス会士書簡集J (1702- 1776年) ， ア ベ ・ プ レ ヴ ォ 編の






















































うしてわれわれの脳味噌を他人のそれにこすり合わせ，磨くことをH的とする J cr エ セ - J .
1-26) 外国旅行に行かせる こ と を勧めた。 智慣はい っ たん根をお ろす と . Iわれわれに は も う
































記は「政治と倫理の博物誌 jであり，彼らの旅行記によって， rわれわれ は一つ の新 し い世界
が出てくるのを見，世界を知ることを学ぶであろう。 J (r 不平等論J 282 ペ ー ジ)
}v ソ ー が こ う 書いてか ら 10年あ ま り の ち に， ブー ガ ン ヴ ィ ルが世界周航に旅立ち， <哲学者 z
旅行省〉として f限界周航記』を書いた (2Lこで取り上げるヴォルネー (3) (1 757- 1820 ) は



















ある。タッカーは，パーラマキ「自然法と政治法 J，モンテスキュ- rl法の精神J， ウ ォ ーパー









て町を眺める ωことを勧めている。 CDiderot， p.367)
これらの指針は「グランド・ツアー」風の自己教育のための旅行向けの指針だが，この時代
になると，それとは加の旅行科学的謁査を闘的とする旅行の重要性が増してくる。モー
ベルチュイはフリードリッヒ二世にあてて「科学の進歩にかんする書簡 J (1 752年)を提出し
て， [""人類にとって有益で，学者にとって興味深い研究」として， [""南の大隈 jの発見と南米の
主人族と伝えられているパタゴン人の調査を目的とする探検隊の派遣を進言した。 (Martin­
Allanic , p.30-32) モ ー ベルチ ュ イ の提言は容れ られなか っ たが， そ の後， デ ン マ ー ク 王室の























表を作成する。 (Moravia， pp.970“973) 質問表の作成 と そ れ に も と づ く 調査 と い う 方法 は，
その後の科学的調査の旅行のモデルになるであろう。ヴォルネー『旅行者用統計質問剖(1795








た諸規則に帰着させ， )j法によ っ て も っ と正確な も の にす る こ と がで き るバ (Cabanis ， t.1,























でにもっていなければならないJ (Volney ,1795, p.663) と 述べて ， 質問を導 く 理論の必要を
説いたが， I斗 じ こ と が見る こ と に も あて はま る 。 し たが っ て， 見 る こ と は 「対象に た いす る問













くの訓練を要する技術J (Volney , p.13) な の だ。 ヴ ォ ル ネ ー は徹底 し て観察者の立場か ら
「シリア・エジプト紀行j (以下『紀行』と略記する)を書こうとした。じっさい彼は『紀行j
で，強迫観念のように「私は観察したJ， r多 く の観察すべ き こ と が残っ てい る 」 と く り かえ し
ている。彼がオリエント旅行で何をし、かに観察するかを見ょう。
3 rエ ジ プ ト ・ シ リ ア紀{子J
『エジプト・シリア紀行』の序文によれば，ヴォ jレネーがオリエント旅行を計画したのは





道徳，法律，社会状態にきわめて強い影響を及ぼした宗教的観念が生まれたJ (Volney , p.llｭ
12) 地だか らであ り ， も う一つ はオ ス マ ン帝国の状況がヴ ォ ルネ ー の政治的関心を呼んだか ら
である。
オリエントは 181吐紀のヨーロッパ，とりわけフランスの知識人の関心を呼び，想像力をかき
立てた。前世紀末に刊行された『オリエント叢書 J. r千夜 -夜物語』 の翻訳 ・ 出販 (1704- 1 71 7
年入 1660年から 1 740年の間におよそ 150点も刊行されたアジア旅行記，モンテスキュー『ベル
シャ人の手紙 J (1 72 1年) ， ヴ ォ ルテ ー ル 『マ ホ メ ッ ト J (1 742年) な どが人々 の オ リ エ ン ト に
たいする興味を呼び覚ました。これらの作品がエキゾチシズムをかき立てたのにたいして，








とである。J (Boulanger , p.9) こ う し て ブー ラ ン ジ ェ は専制の原因を政治権力 と 宗教の共謀
に見出し，その展開を論理的に跡づけた。 専制は神政治の「悲しむべき結果であり，ほとん


















あまり役立たなかったようだo I暦史や旅行記を読んで き たが無駄であ っ た 。 そ れ ら の記述を
もとにして地形や都市の町並や衣服や住民の生活様式を心に描こうとしたが無駄で、あった。 J
(Volney ，p.15) 他方では， 徒歩旅行のための訓練や乗馬の練習な ど身体の訓練を重ねた。
こうした準備ののちに，ヴォ Jレネーは 1782年12月にオリヱントに向かつて出発する。しかし
彼は，両時代の多くの旅行家がしたように， r紀行J を こ の地の鼠物の絵画的な描'上手や個人的
な冒険請に仕上げるつもりはなかった。「この作品の形式についていえば，私は旅行記の通常
の方法にはまったく従わなかった。旅院の順序とその細呂，倒人的な冒険は，あまりに長くな














細った幽霊のような女たち，を見る。J (Volney , p.16鵬17)
これまでのオリエントへの旅行者の多くはこれらの事物に圧倒され，それらが呼び起こす感




色で顔はRに焼けているが，大多数の乙女たちの身体はよく成熟している。 J (Savary , t.1 , p.












造-のために国民全体が長期の過酷な労働を強いられたことを考えると， r こ の野蛮な労働を命
じた専制君主の常軌を逸した行為にたいして憤激を覚える jと書く。反対に，民衆によるピラ
ミッドの盗掘にたいしては， r哲学者はあ ら ゆ る美術品の喪失が呼び起こ す最初j の感情のの ち
に，民衆に多大の苦痛を与えたものを民衆に返し，無益な賛沢の倣慢さを民衆のもっとも慎ま























身体の活力を失わせ， I こ の哀弱は精神に ま で及ぶだろ う J (r法の精神J] XN-2) と い っ た


















われた旅行者は不幸だ。彼らはこの嵐の結果をこうむり，ときには死にいたる。 J (Volney ,p .





jレ寒暖計は25-26度を指すのにた い し て， 山岳地帯では20-2 1度 (摂氏25-26度) ま で し か上が ら
ない。……冬期には山々は雪をいただくが，低地ではそんなことはけっしてない。 J (Volney ,
p.236) ト リ ポ リ では六月 の気温なのに， ト リ ポ リ か ら6 時間歩いて近 く の 山地 iこ行 く と 三月
の気温になる。砂摸と山から吹く風は健康な肺にはよいが，慮弱な肺には有害である。「シリ
アは異なった気候を同じ空の下に集め，自然、が他の地域では大きな時間と空間の踊たりをおい















暑いとか寒いとかは習慣に依存し， r身体は， 人々 が生き る風土に相似 し た体笠を受け取 る J




求をj詰たす手段の入手の難易にかかっている。一般的にいって， r生存手段の獲得が少 し むず
かしい地方の佐民はより活動的で勤勉である。反対に，自然がすべてを豊富に弓える地方では




異は農耕か遊牧かという生活様式の差異を生み， r こ の生活様式の相違が， た が い に外国人に
なってしまうほど大きな宵俗と特畿の相違を作り出すJ (Volney , p.276) か らであ る 。 砂漠の
住民であるベドゥインはその土壌のゆえに遊牧生活を送る。彼らには家畜を養う広大な土地が
必要だから， rあ る部放やその長民が他の部族の土地に足を踏み入れれば， 盗賊な い し敵 と し
て扱われ戦争が起こる。J (Volney , p.287) 彼 ら はたえず移動 し野営す る遊牧民は兵士の集団
を形成しており，集団のこの性格からして， r法と は首長の命令に ほかな らず， 人の意志か













場合には，卑怯とされ，永遠の恥辱とされるであろう。J (Volney , p.297) 彼 ら に は所有の観
念は存在するが，農耕民の場合のように貧欲や奪(多は存在せず，財産の分配や身分秩序にはあ
る種の平等が見られるO彼らにおいては，貧しさが公的な円由の諒困と保証になっており，こ













































































































の自的であった。 J (Volney , p.552) 知識にかん し て い う と ， ヨ ー ロ ッ パにおいては科学は神
学から独立して自然法則の探究に向かうのにたいして，オリエントでは知識は神に由来するも
のであり，探究は神の痕接の言葉である『コーランJを学ぶことである。「人々は「コーランJ
の教えを多く学ぶために全生涯を過ごし，知ることには費やさない。 J (Volney , p.586) 子供
の教育も Fコーランjを読むことを教える教師のところに通うことに限られる。こうして rコー
ランjは認識の母である疑問と批判を抑圧し知識の進歩をさまたげるのである o r コ ー ラ ン』
の教義は「人間の社会的義務や国家の形成や統治術の諸原理，要するに法典を構成する事柄に
ついて何も教えなし」そこに見出される法律はといえば，一夫多妻・離婚・奴隷告IJ .杷続にか
んする自つ五つの規定だけである。J (Volney , p.55 l) イ ス ラ ム教は統治の公準を ま っ た く 含ん
でいないのである。さらに，すべてをアラーの思し召しとする宿命論を説く『コーランjから，
「善悪にたいする諦観と，後悔と予見への道を関ざすアパシーが生まれる。 J (Volney , p.613儒













































































(1)16 巻 ま ではブ レ ヴ ォ の編集で1746 叩1761 年に出版さ れ， 17 巻以後は シ ョ ン プ レ ら の編集でかな
り間編をおいて刊行された。最終巻の 20宅金が刊行されたのは共和暦 10年(1 802年)である。
(2) も っ と も ブー ガ ン ヴ ィ ルはル ソ ー にたいす る批判を書き記 してい る o I"私は旅行者であり船乗
りである。ということは，薄暗い書斎のなかで， I迂界とその住民について際限のない議論にふけ
り，自然を無理やり彼らの夢想、に従わせるといった類の怠惰で高慢な著述家の眼から見れば，嘘
つきで愚かものということなのだ。 J (ブーガンヴィル『世界周航記 j 21 ペ ー ジ)
(3) ヴ ォ ル ネ ーにつ いて は， 服部春彦， 1988 が有益であ る。
(4) こ れはそ ン テ ス キ ュ ーが ヨ ー ロ ッ パ旅行の さ いに と っ たβ法であ る 。 「私はあ る都市に着 く と ，
必ずもっとも高い鐘楼か塔に登る。部分を見る前に全体を見るためである。そこを離れるときに
も同じようにする。自分の考えをまとめるためであるバ (Voyages enEurope)
(5) ゴー ミ エ に よれば， ヴ ォ ル ネ ーの旅行の旅程は以下の通 り であ る。1783年1 月 ア レ ク サ ン ド リ
ア iこ到着。同年 2月から 7月，カイロ，スヱズを旅行。合月末，海路でシリアのジャッファに渡
り，サイダ，ラルナカ(キプロス)，アレッポを経て， 1784年1 月 ， ト リ ポ リ に到着 し ， 数カ 月
滞在ののち山間部のマールzハナの僧院に行きアラビア語を学習。 1784年秋，エルサレム，ベツ
レヘムを訪れ， 1785年1 月 ガザ に戻 り ， ベ ド ゥ イ ン の部族に滞在す る。3 月初め， ア ク ルか ら乗
船し，アレクサンドリアに短期間滞在ののち 4月半ばにマルセイユの到着。 (G品u lmier， p.45)













となしく享受している。 J (Savary , l ，p .49) ヴ ォ ルネ ー に と っ て， サ ヴ ァ リ の こ う し た 評価は
幻想にすぎなかった。
(8) フ ー コ ー は， こ う し た啓蒙の政治宵学にたい して フ ー ラ ン ウ、 ィ リ エ の人種戦争と征服にかんす
る言説を分析し，歴史理論の展開にとってのその黍要性を強調している。 (Foucau1t，M‘ p . 1 27­
147)
(9) I"無知の根本的原悶は，知識の普及を監視するだけでなく，知識を窒息させるのに適したあら
ゆることを行なっている政府にある J (Volney , p.591) が ， そ の直接的な原因は， 教育のす-段
である毒物の不足である。ヴォルネーはシザア全土て、?ール=ハンナの僧院とジェッザールの二
つの図書館しか存在せず，いずれもごくわずかの蔵書しか自しないと述べている。 (Volney， p.
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